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1はじめに
　均等三交替勤務は超過勤務が多く、インターバルが
短いことから、交替制勤務が看護師に与える影響は大
きく、慢性的な疲労の蓄積に繋がると言われている。
交替制勤務を行う看護師の疲労を軽減させる為には疲
労が生じにくく、より早く回復が出来るような勤務体
制が望ましいと考える。
　当病棟では長期に亘り均等三交替勤務を行ってき
た。入院、手術件数が多い当病棟の状況を考えると変
則三交替制の導入は難しく、日勤者を確保できる変則
二交替勤務を平成16年7月1日より開始した。変則二
交替勤務による夜勤の拘束時間は16時間30分と長く心
身に及ぼす影響は多大であると考えた。よってそれに
伴う心身の変化を把握する為に日本産業衛生協会産業
疲労研究会が開発した、「自覚症状調べ」を用い均等三
交替勤務時と比較検討した。また変則二交替勤務に対
する看護師の意見を知る為に質問紙調査を実施したの
でここに報告する。
∬研究方法
期間：自覚症状調べ
　　　平成16年10月1日～10月31日
　　　変則二交替制看護師評価アンケート
　　　平成16年11月1日目ll月5日
対象：東京医科大学病院15階東病棟　同意が得られた
　　　変則二交替勤務実施看護師25名
方法：ユ）質問紙調査：変則二交替勤務に対する評価
　　　　　回月又率：100％
　　　2）自覚症状調べ：2000年実施の、当病院均等
　　　　三交替勤務時に調査した「自覚症状調べ」3
　　　　群30項目（日本産業衛生協会産業疲労研究
　　　　会）を同看護部長に使用許可を得、変則二交
　　　　替勤務開始三ヵ月後の各勤務前後のデータ
　　　　　と比較する。
　　　　（カイニ乗検定：P＜0．05）回収率：100％
　　　3）勤務時間と人数
　　　　①変則二交替勤務
　　　　　　日勤：8：00～16：30（9人）
　　　　　夜勤：16：00～8：30（3人）
　　　　　休憩時間：2時間30分（実働14時間）
　　　　②均等三交替勤務
　　　　　　日勤；8：00～16：00（9人）＋半日1人
　　　　　準夜勤：16：00～0：00（2人）
　　　　　深夜勤：0：00～8：00（2人）
］［結果
　今回の研究で以下のことが明確になった。
「自覚症状調べ」（表1）の結果、均等三交替勤務、変則
二交替勤務の比較に於いて、ほぼ全項目について変則
二交替勤務の疲労度は均等三交替時を下まわってい
た。その中でも特に有意差を認めたものは①均等三交
替日勤前と変則二交替日勤前では『横になりたい』（図
1Q10）均等三交替日勤後と変則二交替日勤後では
『全身がだるい』『頭がぼんやりする』『眠い』『横になり
たい』『［］が渇く』であった。（図2Q2．5．6．25）②均
等三交替準夜勤前と変則二交替夜勤では有意差は認め
られなかった。
　均等三交替準夜勤後と変則二交替夜勤後では『眠い』
『横になりたい』であった（図4Q6．10）③均等三交
替深夜勤前と変則二交替夜勤前では『全身がだるい』
『足がだるい』『あくびが出る』『頭がぼんやりする』『眠
い』『目が疲れる』『横になりたい』（図3Q2．3．4．5．
6．　7．　10）
　均等三交替深夜勤後と変則二交替夜勤後では『頭が
重い』『全身がだるい』『足がだるい』『眠い』『目が疲れ
る』『横になりたい』『根気がなくなる』であった。（図4
Ql．　2．　3．　6．　7．　10．　20）
　変則二交替制看護評価アンケート結果は（表2）の
通りである。勤務時間が長くなり疲労の回復に時間を
要す、と言う意見もあったが、ほとんどの人が3人夜勤
の為、勤務中に相談協力するスタッフが増え、勤務に
安心感がある、深夜の出勤・帰宅がないため安全であ
るという理由から変則二交替勤務を続けたいと希望し
ていた。
w考察
　疲労度の差は均等三交替深夜勤前後と変則二交替夜
勤前後に最も大きく見られ、次いで均等三交替日勤前
後と変則二交替日勤前後、均等三交替準夜勤前後と変
則二交替夜勤前後の順に差が見られた。
　「自覚症状調べ」の結果、勤務時問が16時間30分と
長いにも関わらず、変則二交替制夜勤の疲労度の方が
小さかった。その要因として0時から8時までの勤務
を行うより、長時間勤務でも確実に食事休憩30分前2
時間の仮眠を挟み勤務する、勤務翌日は必ず休みとす
る、深夜の出勤が無くなった、3人の夜勤勤務となり
看護師一人当たりの受持ち人数が減った等が考えられ
る。
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　均等三交替準夜勤前と変則二交替夜勤前の出勤時間
は同じであり、均等三交替日勤と変則二交替日勤の勤
務時間がほぼ同じである為、アンケート結果に有意差
は認められないと予想していたが、予想に反し、日勤
後に於いては有意差が認められた。その理由として、
均等三交替準夜勤の後の日勤勤務が無くなった事、変
則二交替夜勤後は必ず休日となる事、また変則二交替
夜勤の看護師の人数が1人増えた事により、ロ勤看護
師の超過勤務が減少したことが考えられる。
V結論
　夜勤看護師3名での勤務、休憩及び2時間の仮眠の
確保、変則二交替夜勤の翌日は必ず休日とする条件の
もとに、変則二交替勤務が実施された場合、当病棟で
は均等三交替勤務より変則二交替勤務の方が看護師の
疲労度が低いといえる。
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表1　自覚症状調べ
1．頭が重い
1 2．全身がだるい
群 3．足がだるい
4．あくびがでる
一般 5．頭がぼんやりする
的 6．眠い
身体
7．目が疲れる
症 8．動作がぎごちない
状 9．足元がたよりない
10．横になりたい
11．考えがまとまらない
12．話をするのが嫌になる
H 13．イライラする
群 14．気が散る
精 15．物事に熱心になれない
神 16．ちょっとした事が重い出せない
的症
17．する事に間違えが多くなる
状 18．物事がキにかかる
19．きちんとしていられない
20．根気がなくなる
21．頭が痛い
22．肩がこる
皿 23．腰が痛い
群 24．息が苦しい
局 25．口が渇く
所 26．声がかすれる
的症
27．眩量がする
状 28．まぶたや筋がピクピクする
29．手足がふるえる
30．気分が悪い
表2　変則二交替制看護師評価アンケート
該当する方に○をつけて下さい
又その理由について記入してください
1．夜勤が精神的に楽になりましたか。
　　　はい：24　　　いいえll　　変化なし：0
2．夜勤が身体的に楽になりましたか。
　　　はい：10　　いいえ：10　　変化なし：5
3．夜中の出勤、帰宅が無くなり、良くなりましたか。
　　　はい：25　　いいえ：0　　変化なし：0
4．夜勤入りの前に十分な睡眠が得られますか。
　　　はい：16　　　いいえ：4　　変化なし：5
5．時間的にゆとりができましたか。
　　　はい：16　　いいえ：6　　変化なし：3
6．自分の時間を有効に使えるようになりましたか。
　　　はい：16　　いいえ：3　　変化なし：6
7．変則二交替勤務を導入して、身体的、精神的疲労の回復
　が早くなりましたか。
　　　はい：17　　　いいえ：2　　　変化なし：6
8．3人夜勤勤務となり日勤での負担が滅りましたか
　　　はい：17　　　いいえ：0　　変化なし：8
9．変則二交替勤務を続けたいですか。
　　　はい：24　　　いいえ：0　　変化なし：1
10．変則二交替勤務を行って改善点がありますか。
　　　はい：5　　　いいえ：13　　変化なし：7
（単位　人）
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図1　均等三交替日勤務前と変則二交替日勤務前
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図2　均等三交替日勤務後と変則二交替日勤務後
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図3　均等三交替準夜勤・深夜勤前と変則二交替夜勤前
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図4　均等三交替準夜勤・深夜勤後と変則二交替夜勤後
　　　　　　☆：均等三交替準夜勤後と変則二交替夜勤後で有意差が認められたもの
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